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舌痛症に対する治療効果と心理テストとの関係
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Abstract:Therelationshipsbetweentheresultoffわurpsychiatrictests,andVisualAnalogueScale(VAS)and

thetreatmentoutcomeof5malesand10femaleswithglossodyniawerestudied.ThetestsincludedCornell

MedicalIndex(CMI),Self-RatingQuetionnaireforDepression(SRQ-D),State-TraitAnxietyInventory(STAI),

andQuestionnaireoftheTokyoUniversityEgogram (TEG).

Eightpatientswereclassi丘edasgradeI,4asgradeⅡand3asgradeIHinCMI.Twopatientswerediagnosed

asborderline.2Weresuspiciousofmilddepressionandthe12other'patientswerenormalinSRQID.HighSTAII

scoreswererecordedin5patients,and2hadhighSTAIIIscores.IntheTEGanalysis,6patterns(6nattype,5

Nshape,1Ushape,1invertedNshape,1NPsuperiortypeand1NPinferiorpattern)weredemonstrated.

ThecorrelationwithVASwasseeninonlySTAⅠⅢ.Intermsoftreatmentoutcome,highCPandlowNPin

TEGwererelatedtogoodoutcome.Andtheothers一megativegrouphadsignificantlybetteroutcomethanthe

others-positivegroup.

Theuse血1nessofpsychiatrictestsincludingTEGforevaluationofpatientswithglossodyniaandpredictionof

outcomewaspresented.

抄銀 :男性 5名,女性10名の舌痛症患者について,4種類の心理テス トとVisualAnaloguecale(VAS)による治療

効果との相関について分析を行ったo心理テストは,CornellMedicalIndex(CMI),Self-RatingQuetionnairefor

Depression(SRQ-D),State-TraitAnxietylnventory(STAI),およびQuestionnaireoftheTokyoUniversity

Egogram (TEG)を施行した.CMIにおいて8名は領域 Ⅰ,4名は領域II,3名はⅢであったOまたSRQ-Dにおいて

は2名が境界領域,2名が軽度うつ症の疑いであり,他の12名は正常であったoSTAIIでは5名に,STAIIIでは2

名が高僧を示 した｡TEGでは6パターンが認められ,平坦型が6名,N型が5名,U型,逆N型,NP優位型,NP低

位型が各 1名であった｡
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VASとの相関はSTAIIIのみに認められた｡治療効果に関してはTEGにおいて,CPのスコアが高く,かつNPの

スコアが低くなるほど,治療効果がよかった｡そして他者否定群は他者肯定群より統計学的に良好な治療効果を認め

た｡

舌痛症患者の評価と治療効果の予測のためには,TEGを含めた心理テストが有用であることが示された｡

緒 言

舌痛症は心身医学的要因が関与しているといわれてい

るが,本症について詳細に検討した報告は比較的少ない｡

そこで我々は舌痛症患者の臨床所見とその背景因子につ

いて検索を行ってきた1'｡今回は,東大式エゴグラムを

含む4種類の心理テストを用いて,本症患者の心理状態

について分析を行い,その予後との関係について検討す

るとともに,各心理テス トの有効性について調査を行っ

た｡

研究対象および方法

対象は新潟大学歯学部附属病院口腔再建外科で舌痛症

と診断されたもののうち,治療効果の判定が可能であっ

た15名である｡ 診断基準は舌に器質的変化を認めず,か

つ血液検査等に異常値を示さず,舌の痔痛を訴える患者

とした｡診断には当科の舌痛症プロトコールおよびアン

ケー トを使用したl'｡患者の性別は男性 5名,女性10名

であり,年齢は30-75歳で,平均は52.5歳であった｡また

職業は15名中9名が無職であった｡既往歴はアレルギー

疾患 (4名),婦人科疾患 (3名),耳鼻科疾患 (3名)

などが多 く認められた｡来院までの病脳期間は1年以内

が8名で,他の7名は1年以上であった｡舌痛部位は舌

尖部が11名,舌側縁部が10名,舌中央部が6名,舌梶部

が 5名であった｡また5名は舌全体の痔痛を訴えていた｡

舌痛以外の訴えは口腔乾燥 (7名),口内違和感 (4名),

歯肉 ･口蓋痛 (2名),味覚異常 (1名)などがみられ

た｡心理状態では11名に不安感が認められ,さらに不眠

(4名),痛恐怖症 (3名)も多くみられた｡

心理テス トにはCornellMedicalIndex(CMI),Self-

RatingQuetionnaireforDepression(SRQ-D),State-

TraitAnxietylnventory(STAI),東大式エゴグラム

(TEG)の4種類を用いた｡TEGはパターン分析 2)を行

うとともにCP,NP,A,FC,ACの5尺度のスコアも算

出した｡本症の治療効果はVisualAnalogueScale

(VAS)により判定した｡VAS値が 0になったものを著

効,VAS値が初診時より低下したものを有効,VAS億

の変化がみられなかったものを無効とした｡

舌痛症の治療は初診時より簡易精神療法を行うととも

に,抗不安剤などの薬物療法,さらに必要な場合は心療

内科との対診を行った｡簡易精神療法とは面接治療法の

基本的方法であり,患者の訴えを共感をもって受容し,

検査結果をもとに理解や再学習によって患者を支持し,

治療に対する保証を行う方法である｡

その結果,著効が7名,有効が7名,無効が 1名で,

著効と有効をあわせた有効率は93%であった｡なお統計

処理はSPSS (SPSSInc.)により回帰分析およびクロス

集計表を用いたx二乗検定をおこなった.

結 果

CMIの結果は領域 Ⅰが8名,領域ⅠⅠが4名,領域ⅠⅠⅠが

3名であった014名に行ったSRQ-Dでは,得点が11-15
点のボーダーラインが 2名 (14%),16点以上の軽度う

つ症が疑われる症例が 2名 (14%)であった｡状況不安

を示すSTAIIでは5名に高値を認め,特性不安を示す

STAI IIでは2名が高値を示した｡TEGの結果では健

常人に多いとされる平坦型が6名 (40%)にみられ,つ

いでN型が5名 (33%),U型,逆N型,NP優位型,NP

低位型が各 1名ずつ認められた｡

初診時のVAS催,治療効果と各心理テストの関係を

みると,CMIの領域とVAS借間には相関はみられなかっ

た｡治療効果ではCMIの領域が高くなるほど,著効の率

が増える傾向がみられたが有意差は認められなかった

(図 1)｡VAS値とSRQ-Dのスコアとの相関はみられな

かったが,無効群の1名は16と著しく高値を示した (図

2)0 STAIIのスコアとVAS億の相関はみられなかっ

た｡STAIⅡではp=0.005で両者に相関を認めた｡このこ

とから特性不安をもつ患者の初診時のVAS値は高 くな

ることが示唆された (図3)｡治療効果とSTAIは明らか

な関連は認められなかった (図4)0 TEGにおけるCP,

NP,A,FC,ACの5尺度の各スコアとVAS値では,明ら

かな相関はみとめられなかった (図 5)｡治療効果との

関係では,CPのスコアが高くなるほど,またNPのス
コアが低 くなるほど治療効果のあることが示された｡次

に類型分析では,FC≧ACを自己肯定,FC<ACを自己

否定,またCP≦NPを他者肯定,CP>NPを他者否定 2)

とすると,自己肯定群では7名中著効が 4名 (57%),

自己否定群では8名中3名 (38%)であり,差を認めな

かった (表)｡また他者肯定群 9名中, 2名が著効

(22%),他者否定群では6名中5名が著効 (83%)であ

り,p<0.001で両群間に有意差を認めた｡
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図1 CMIとVAS値,治療効果｡CMIの領域が高

くなるほど,著効の率が増える傾向が見られ

た｡
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図3 STAII,ⅠⅠとVAS借の関係oSTAIⅠのスコ

アとVAS億の相関はみられなかった｡STAI

Hではp-0.005にて相関を認めた｡
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図2 SRQ-DとVAS値,治療効果｡VAS億 と

SRQ-Dのスコアとの相関はみ られなかった

が,無効群の1名は16と非常に高かった｡
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図4 STAII,ⅠⅠと治療効果の関係｡治療効果と

STAIの関係では明らかな関連は認められな

かった｡
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図5 TEG5尺度とVAS億,治療効果｡治療効果では,CPのスコアが高くなるほど,

NPのスコアが低くなるほど,治療効果があることが示された｡
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表 TEGの類型分析と治療効果
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自己肯定 (FC≧AC) 自己否定 (FC<AC)

著 効 4(57%) 3(38%)

有 効 2(29%) 5(71%)

無 効 1(100%) 0(0%)

他者肯定 (CP≦NP) 他者否定 (CP>NP)

著 効 2(22%) 5(83%)

有 効 6(86%) 1(14%)

無 効 1(100%) 0(0%)

考 察

舌痛症患者に4種類の心理テストを行い,治療効果と

の関係について分析を行った｡CMIは主として身体的自

覚症状にっての質問144項目と,精神的自覚症状につい

ての質問195項目からなる質問紙法の一つであり,一般

に神経症的傾向の判定に使われる｡この検査では領域Ⅰ,

ⅠⅠは正常,ⅠⅠⅠ以上は神経症的傾向が疑われる｡ 本研究で

はCMIが高値になるほど,著効の率が増える傾向が見ら

れたが,統計学的には有意差はなかった｡筆者らの前回

の報告1)では初診時のVAS借とCMIに相関を認めたが,

今回は複数の心理テストを施行した患者を対象としたた

め,対象患者数が少なかったことが原因しているものと

思われた｡SRQ-Dは東邦大学医学部心療内科で考案され
たmaskeddepressionのスクリーニング用紙である｡

SRQ-Dでは軽度うつ症を疑ってよい症例が2名 (14%)

あった｡永井ら3)ち,舌痛症におけるその割合は11.5%

であったと報告しており,舌痛と抑うつとの関係が示唆

された｡ STAIは不安を評価する心理テス トであり,

STAIIは状況不安を,STAIHは特性不安を示すもので

ある｡今回,STAIIIではそのスコアとVAS億との間に

相関を認め,特性不安をもつ患者の初診時のVAS値は

高くなることが示された｡よって不安が患者の背景に存

在すると考えられたことから,舌痛症の治療には抗不安

療法が有効である可能性が示唆された｡TEGは東京大

学医学部心療内科において開発されたエゴグラムであ

る｡ エゴグラムとは心理療法,社会生活の基本となる自

己分析をグラフに書いたもので,親の自分 (Parent:P),

大人の自分 (Adult:A),子供の自分 (Child:C)の3

つの自我状態からなる｡さらにPは父親のような批判的

なCriticalParent(CP)と,母親のような教育的な

NurturingParent(NP)に分かれる｡Cは,さらにもっ

てうまれたままの自由なFreeChild(FC)と順応した

AdaptedChild(AC)に分かれる｡TEGの評価は一般

的に,CP,NP,A,FC,ACの各スコアをグラフ上に

プロットし,そのパターンで判断するパターン分析によ

り行われる｡これは各個人の心理的特徴を判定するには

有効であるが,パターンが多岐にわたるため,今回の治

療効果との関係をみるのには不適であった｡またCP,

NP,A,FC,ACの5尺度について各スコアでみると,CP

のスコアが高 くなるほど,またNPのスコアが低くなる

ほど治療効果があることが示された｡さらにCPとNPの

関係についてみると,他者否定群に著効の割合が多かっ

たo会田ら4)は慢性痔痛患者について調査を行い,今回

の我々の他者肯定群に近い山型 (A中心,NP中心)忠

者において,治療効果が良くなかったことを報告してお

り,我々の今回の結果と近似していた｡他者否定群で治

療効果が大きかったことは,CPが主導権を握 り,自他

ともに厳しく,かつ責任感が強いタイプの患者は治療に

よく反応する事が考えられた｡

以上の結果から舌痛症の背景には心身医学的要因が強

く関与し,その客観的評価 と治療効果の予測のために

TEGを含めた心理テス トが有周であることが示唆され

た｡

結 善玉
Flrコ

1.VAS値とSTAIⅡのスコアとの間で相関を認めた｡

2.TEGにおいてCPのスコアが高 く,NPのスコア

が低くなるほど,また他者否定群は他者肯定群より良

好な治療効果を認めた｡

3.舌痛症の背景に心因的要素が強く関与し,その客観

的評価 と治療効果の予測のためにTEGを含めた心理

テストが有用であることが示された｡

本論分の要旨の一部は,第41回日本口腔外科学会総会

(平成8年11月東京)で発表した｡
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